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〔投稿論文〕

漢字一字で言い表す
～フォーカシングワークを通して～

関西大学大学院心理学研究科心理臨床学専攻

前出経弥

◆要約◆

人は暗在的に感じられた体験の側面を明在的に言い表し、その表現に刺激され、さらにそこか

ら暗在的な体験を生じ、その繰り返しにより体験が進展することを Gendlin.Eが「体験過程」と

名付けた。その体験過程の原理に注目した心理療法をフォーカシング指向心理療法といい、それ

を技法として教示する場合は「フォーカシング」という。フォーカシングでは一般に以下のステ

ップを用いる。クリアリング・ア・スペース（以下CAS)、フェルトセンスを感じる、見出しを

付ける、共鳴させる、尋ねる、受け取るという 6ステップが提唱されている。そのなかでも CAS

はそれ自体でも援助的であるとされ、度々注目される。 CASとは「空間をつくる」作業のことで

あり、気がかりなことをひとつずつ置いていく作業のことである。その CASを行なう方法とし

てはイメージによるものだけでなく、付箋を用いる方法やアートを用いて実際にそれを自分から

間がおけるところに置くという方法が行なわれている。本研究では「漢字一字」をハンドルとし

てフェルトセンスを表現する方法を提示する。本法は「漢字一字」を書いた用紙を並べ、さらに

「漢字一字」では表現しきれないニュアンスを表現できるように付箋を用いた CASを実施したも

のである。実施手順として個人内だけでなく個人間の交流による体験過程の推進を期待し、グル

ープワークの結果を提示する。さらに「漢字一字」でフェルトセンスを言い表す意義について論

じ、またグループでワークを行なう意義について考察した。

キーワード：フォーカシング、体験過程、クリアリング・ア・スペース、漠字フォーカシング、グループワーク
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はじめに：フェルトセンスを表現する

フォーカシングとはGendlin(1981/1982)の

体験と象徴の関係を論じた哲学に基づいており、

からだに感じられるこころの実感を大切にしな

がら自己理解を深めていく方法である。人は暗

在的 (implicitly)に感じられた体験を明在的

(explicitly)に言い表し、それがまた暗在を刺

激し、暗在がさらに豊かに再構成化されるとい

うジグザグを繰り返す。そしてそれが言葉など

の明在によって象徴化されることで、からだが

感じていたものが何であるかを理解し、変化す

る過程を体験過程という。しかし、人の意識が

体験過程に向けられず象徴化の機会が奪われる
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と、体験過程は滞り、さまざまな心理的困難が

生じてくると考えられている。つまり、フォー

カシングを用いて人の体験過程に触れることが、

心理的健康につながると考えられるのである。

教示法としてジェンドリンが最初に考案した

フォーカシングは、次の 6つのステップからな

っていた。

1.クリアリング・ア・スペース (clearinga 

space) 

2.フェルトセンス (feltsense) 

3.見出し（ハンドル）をつける (gettinga 

handle) 

4.共鳴させる (resonatingthe handle) 

5.尋ねる (asking)

6.受け取る (receiving)

しかしこれらは必ずしもすべてのステップを

踏まなければいけないものではない。例えばス

テップ1とされるクリアリング・ア・スペース

（以下CASと記載する）を行なわなくても、気

がかりとなるフェルトセンスがあるならばそこ

に焦点を当ててフォーカシングを行なうことが

できる。また一方で、気がかりに対してCASは

それ自体でも援助的であると言われている（福

盛， 1999、池見 2010他）。その方法においても

一概にこれといった決まりはなく、頭の中で気

がかりを想像しそれをどこかに置くというイメ

ージで行なう方法や、絵や文字として気がかり

を表現しそれを実際にどこかに置く方法などが

あり、そのなかには伊藤 (2002) らが行なって

いる付箋を用いた方法も知られている。

フォーカシングに視覚的なものを組み合わせ

た療法としてフォーカシング指向アートセラピ

- (Rappaport, 2009/2009)や、付箋を用いた

CAS（伊藤 2002)、さらに体験過程コラージ

ュワーク (Ikemiet al 2007)などが挙げられ

る。ラパポート (2009,p. 3)は「アートセラピ

ーはフォーカシングに対しイメージ、視覚化や

創造的なプロセスなど奥深いものを提供するこ

とができ、フォーカシングはイメージ界にマイ

ンドフルネスやからだに感じられた体験といっ

た側面を加える」と述べている。体験過程はそ

もそも体験と象徴の関係において成立するもの

であり、ジェンドリン哲学において、象徴とは

象徴として機能するあらゆるものを指す。言葉

やアートが象徴として機能しているのと同様に、

漢字一字も体験過程を推進する象徴であること

が最近の研究で論じられている（池見・徐，未

公刊）。

漢字は象徴であると同時に言語でもある。言

語としての漢字は、辞書でその意味や成り立ち

を調べると、普段意識されているものとは異な

る、全く違った意味を見出すことがある。そし

て不思議とその意識されていなかった、いわば

暗在的な意味の方が自身のイメージに近いとい

うこともあるだろう。もしくは漢字の暗在的な

意味を知ることで自身が感じていたものの新た

な側面に気付くこともあるだろう。そういった

面からも、フェルトセンスやイメージといった

抽象的なものを漢字で表すということは意味が

ある過程なのではないだろうか。

筆者はアートと CASを組み合わせたワーク

という試みの中で、自分の状況や感情、からだ

の感じについて漢字一字で表わすということを

体験した。それは初めての体験であったにも関

わらず、ごく自然な体験として記憶されている。

また、一人ひとりが漢字一字で言い表すだけで

はなくグループで作業を行ないグループ全体で

共有したことで、個人では体験することのでき

ないグループでのフェルトセンスの交流ができ

たように感じた。

本研究では、漢字一字を言い表したものをグ

ループ内で共有し、次にその漢字一字の上に付

箋を用いた CASを行ない、それらのセッショ

ンが個人内、また個人間にどのような影響を与

えるかを検討したい。

方法

［協力者］ フォーカシングについて勉強して

いる大学院生4人（男性1名Dとする、女性
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3名A,B. Cとする）。

［手続き］ 2010年12月に心理実習室におい

てワークを実施した。

［所要時間］ ワーク 1時間半程度、振り返りに

30分程度。

［実施手順］ このワークは二部構成になってい

る。第 1部はその時の感じを漢字一字で言い

表しグループ内で共有する。第2部はその漢

字の上に付箋を用いた CASを行なう。教示

は以下に示す通りである。最初にセッション

概要を説明しワークを実施した。その後グル

ープでの振り返りと自由記述での感想を求め

た。

［教示内容］

第1部 ：A4サイズのコピー用紙、黒色のマジ

ックを用いた。

「ゆったりと座って、リラックスして楽にしま

しょう。静かにして、ゆっくりとからだの内

側に注意を向けてみましょう。そうして 『今、

自分はどんな感じで生きているかなぁ」『自分

は何を感じているかなぁ」と問いかけてくだ

さい。そこで浮かんできたものを漢字一文字

で言い表すとしたら、どんな一文字になるで

しょうか。1枚につきー文字、思いつく限り

紙に書いてください。漢字の意味を調べるの

に、辞書を使っていただいてもかまいません。」

「さぁ、書けたでしょうか。そうしたら漢字を

書いた紙を並べてみてください。その漢字の

中で、皆の前に出しても良いと思える漢字を

中央に出してください。」

「では皆さんが書いた漢字を並べてみましょ

う。そうしたときに、自分の字や他の人の字

のなかで、もっと他の場所に置いたほうが居

心地がよい漢字があるかもしれません。そう

した漢字を自由に動かしてみましょう。そし

て全体が居心地の良い場所を見つけてくださ

い。」

第2部 ：黄、緑、青、ピンク色の2サイズの付

箋、各自持参した黒色のペンを用いた。

「次はあなたの気がかりをポストイ ットに害い

て、置いていきましょう。もう一度、ゆった

りとリラックスして、再びからだの内側に注

意を向けてみましょう。そして今のあなたに

ついて考えたときに感じるものを、ポストイ

ットに書いてください。今度は漢字一文字で

はなくても、言葉や絵などどんな書き方をし

てもかまいません。書きにくいことは自分だ

けにわかる ように魯いていただいてかまいま

せん。そしてそのポストイットを、先ほど並

べた漢字の紙の上の、一番居心地がよいとこ

ろに置いてください。ポス トイットを漢字の

上に置くと、さらに別のものが感じられるか

もしれません。そうしたものもポストイ ット

に書き、漢字の上に置くという作業をある程

度自分がすっきりするまで繰り返してくださ

い。」

結果

第1部 ：計34枚。出てきた文字は「靱」 「省」

「験」「蓋」 「籠」「迷」 「揺」「渦」 「張J「人」
「留」「静」「穏」「閑」「眠」「暇」「i帯」「残」

「士」「立」「陽」「風」「漂」「育」 「弛」「結」

「固」 「芯」 「祈」「天」 「受」であり、「陽」は

2枚、「穏」は3枚あった。誰がどの一字を書

いたかは記録していなかった。結果は図1の

通りであった。

図1 第 1部終了段階
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第2部：付箋は計51枚。第1部同様、誰が何枚

唐いたかは記録していない。CさんDさんは

殆ど言語で表現していたのに対し、 AさんB

さんは絵を描いて表現することが多かった。

結果は図2の通りであった。
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図2 第2部終了段階

ワーク後の振り返り

（節者の発言は以下「F」と記載する）

FOl:やってみてどんな感じがしたとか、もっ

とこうしたかったとかなんでもいいんで、感

想があったらお願いします。

F02:漢字一字で言い表すっていうのは。初め

てやってみたと思うんだけど。

AOl:辞書があったからやりやすかったです。な

かったらたぶん、 困きたい漢字が奢けなくて

っていうのがあったと思うんですけど。

F03:漢字を思いついて、それを辞書で調べる

っていう感じ。

A02:なんか言葉を思いついて、それに使われ

ている漠字を選ぶっていう感じでした。

F04:あー。なるほど。

B01:漢字一文字っていう制限がある割には、し

っくりくるのを出してこれたな一つていう感

じ、かな。自分の気持ちに合う漠字がちゃん

と、あるんだなぁ一つていう感じかな。

COl:（うなずく）

F05: Cさんもそんな感じ。うなずいてはるけ

ど。

CO2:うん、そうだね。うん。なんかでも 1個

書くと、すっきりして。そしたらまた次が出

てくるっていうのが面白かったかなぁ。

F06: 1個書くとすっき りする。

CQ3:うん。なんかそれが出てった感じ、かな

ぁ。う一ん。なんか最近、あそこに魯いてあ

るけど、「滞」っていう感じがするなって思っ

てて、ほんと偶然に漢字で表わせただけなん

だけど。心のなかで。で、それを出したら、

他のなんか 「芯」とか、なんか「隔」とかも

•…·悲いた順番鉗えてないんだけど、出てき

て、なんか書いたら次が出てくるっていうの

が、よかったし、すっきりしたかな。 …•・・。

たぶん外に出せたから、その気持ちを 1個。

他の気持ちを感じる余裕ができて、それがま

た、漢字で表現できるように形作られてって

いう感じだったと思う。で、何枚か書いてみ

ると、自分の中にいろんな気持ちが、ネガテ

イプなのもポジテイプなのもいろいろ混ざっ

てるのが外に出てきた、感じかな。

F07: (Aさん、Dさんを見て） 2人はどう。何

もわからずやりだしたと思うけど。

DOl:結構、最近楽な感じがしてて、静かだと

か、暇だとか。そんな字書いたんですけど、

最後、だったかな「揺」って感じが出てきて

ちょっと動揺しましたね。

F08:動揺。

DO2 ：ちょ っと動揺しました。うん。

F09:意外だったってこと。

D03:そうですね。

FlO:その動揺は今はどんな感じ。

D04:大丈夫です。付箋を置いた時らへんから。

かなり （動揺を）感じなくなってきて。

Fll:「揺」の上にも置いてたっけ。

D05:置いたかな、 置いた気がしますね。（並べ

てある字を確認する）そうですね。「落ち着か

ない」って一番最初に樅きましたね。

Fl2:それを協いてちょっと落ち着いた。

D06:そうですね。

B02 ：漢字を書いて自分の前に広げた段階では
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漢字は自分から出てきたものっていう感じが

してたんだけど、 1回、こう並び変えた段階

で、この漢字全体がここにいる全員のものつ

ていうのになって、ちょっとなんとなく寂し

いような手を離れて行ったような感じもして

て。でもその上にまたポストイットを貼った

りとか、あと他の人が書いたのにもポストイ

ット貼ったりしたらそのポストイット貼った

漢字はまたなんか手元に戻ってきたっていう

か、なんか自分のものじゃないけど。なんか

また自分のところ、周りに集まってきたかな

っていう、そういう感覚になった。

Fl3:ふんふん。 Aさんまた独特だったよね、ポ

ストイットの使い方。

A03:絵のほうが描きやすかった。

Fl4:言葉より。

A04:でも漢字も思ったよりはやりやすいなと

思ったんですけど、あとで絵を描いたら、や

っぱり絵の方が描きやすかった。なんか家で、

自分で絵を描いてフォーカシングして絵描い

てってやってるときと、流れが、流れってい

うか作業っていうか、流れっていうか、が、

一緒だったのが面白かったです。

Fl5:家でやってるっていうのは、絵を描いて、

フォーカシングして。

A05:あ。フォーカシングして、それを絵に描

いてっていうのを繰り返してってしたら、そ

の絵が、何枚も何枚も描くんですけど、そし

たらその絵が変わってきて、最終的に落ち着

くっていうのと、その絵が漢字に変わったっ

ていうだけで、その作業が、表現するものが

変わっただけで。……意味わかりますか。（笑

しヽ）

Fl6:うんうん（笑い）普段絵でしていること

が、漢字で表現することも、できた。

A06:うん、そうです。表現する媒体が変わっ

ただけで、表現したいものを表現するってい

うのとか、それが変わっていくっていうのと

かは一緒でした。

Fl7:今日も変わっていった感じとかある。

A07:はい。最初下の方に私の漢字が集まって

たときに、なんか自分では動かせなかったん

ですけど、動かしてもらったら、最初はなん

かあ一つて感じもしたんですけど、いざ、散

らばってしまうと、思ったより、よかった。

Fl8:自分ではやっぱり踏み切れない部分もあ

る•…••ってこと、かな。

A08:そうですね。「固」とか。それこそ固まっ

てたくて。

Fl9:ふんふん。

C04:私はなんかこう、漢字で、大まかな部分

を出して、ポストイットで補完した感じがす

る。隙間を埋めた、みたいな。

C05:他の人のも見て、その、こうやって出し

てった中の、隙間とか気付かなかった部分が

もっと出てきて、もっとなんか心全体に触れ

れた、とか、そんな感じかなぁ。

F20:漢字だけだとやっぱ、出しきれない部分

もある。

C06:うん。やっぱ人のを見て、あ、こういう

のもあるっていうふうになることもあるし。

F21:逆に漢字でよかった点とかなんかある。

C07:絵はゼロから創っていかなきゃいけない

けど、漢字はもうある程度意味をもっていて

くれてるから、それを借りれるっていうのは

負担が軽かった気がする。

F22:負担が軽い。

C08 ：出しやすいというか、表現しやすい。か

なぁ。でも絵が得意な人は違う気がする。違

うかな。私は絵が苦手なので、書きやすかっ

た。

F23: (Aさんと Bさんを見て）絵が得意なお2

人はどうでしょう。

B03:得意なお2人（笑い）

A09:漢字の方が時間は短い気がします。 1個l

個にかかる。

B04:漢字だと、こっちとしてはあんまりいい

意味で書いた漢字じゃなくても、みんながこ

う、結構ポジテイプに捉えてくれたりとか、

いろんな意味が探してあったりとかするから、
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そういう意味で、なんて言ったらいいのかわ

かんないけど、そういう面もあるんだってい

う新たな気付きにつながるっていうのが。

F24:絵だと色合いとかで出るからね、どうし

ても。

B05:白黒でも線とかで。

F25:「籠」（に貼ったポストイットの絵）とか

完全に出てたもんね。

B06:ただの棒人間のはずなのに（笑い）

F26: Aさんもあれだもんね、ポストイットの

方が時間かけてたもんね。

AlO:そうですか。そうかもしれない。書いて

るうちに、皆がちっさい字で書いてはるのと

か見て、漢字だけど、なんかその漢字の書き

方でもいろいろ表現できるんだなって思って。

あとでもっとそうしたらよかったなって思っ

たんですけど。でもさっきの、漢字だから、

いろんな意味があるからっていう話を聞いて、

普通に書いただけっていうのにも意味があっ

たかなっていう気が。

F27: Aさん書いた字であったよね、この「受」

最初なんて言ってたつけ。

Al2:「受けて立つ」。

F28:そうだ、「受けて立つ」だ。それが「さず

かる」っていう意味もあったんだもんね。

Al3:もっと「受けて立つ」っぽい字にしてた

ら違ったんだろうなって。

C09:猛々しい字。

Al4:そうです（笑い）

c10:ああ、確かに。紙いっぱいに「受」だっ

たら、もっと真ん中とかじゃないかなぁ。

F29:あ、かもしれないねぇ。

en:「固」とかの近くな気がする。
F30:同じ「穏」っていう字でも、ちょっとニ

ュアンス違うもんね。

全員：うん。

B07:絵だったらさ、なんかその人独特の色味

ってあるじゃん。風合いというか。そこから

インスピレーション受けるって、結構、こう

開いてないとっていうか、なんか、感受性を

高めるじゃないけど。ないとなかなかインス

ピレーションが湧いてっていうことないと、

ないかな一つて。自分と感じが違う絵だと、

それはそういうものっていうだけになるかも

しれないけど、漢字だととりあえずみんな共

通で字っていうのがある上で、書いてるもの

だから、そこから、そういうの自分のなかに

もあったかもっていうことに繋がりやすいの

かなっていう気もしてる。

全員：う一ん。うん。（口々にうなずく）

F31:他に言っておきたいこととか、言い残し

たこととかあれば。

Al5:漢字の方が共有しやすかったような気が

します。絵だともっと自分で大事にしたくな

るから。漢字はみんな使ってるもんだから。

ていう気もしました。

Cl2:漢字だと共通認識の部分と、個人認識の

部分があって、で一文字出しただけでみんな

の共通認識と個人認識をこう深くというか活

性化させるから、なんか、広がっていくとい

うか、なんか、いやなものなく、侵襲性少な

く広がっていく感じがするかな。

B08 ：確かにね。絵見せるって結構勇気いるよ

ね。

全員：う一ん。

F32:そっか、そういう点では絵よりやりやす

いかもしれないね。

Cl3:上手い下手とか気にしなくていいし、あ

んまり。

全員：うん。

それぞれの感想

Aさん

・字も書けて絵も描けて両方かけたのがよかっ

たです。

•漢字は言葉と絵の間のもののような気がしま

した。

•大きい絵は描きはじめるときりがないので、

ポストイット（サイズが小さい）とか漢字と

かの枠がある方が他の人もいるところだし、
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安全だなと思いました。

•漢字を書いた紙をナナメにしたり、漢字なの

に絵的な扱いもしてました。

Bさん

言葉で自分が感じていることを伝えようと

思うと、どれかに焦点をあてて、それに合う

言葉を探していくとなかなか重労働だし、そ

れを頭（心）の中で行うのは私にとっては難

しいです。しかも、漢字を見ることによって

気づけたことや浮かんできたことがあり、「早

く記しておかないと、どこかへ行ってしまう」

という気持ちになっていました。その中で、

ポストイットを使うことは、浮かんできたも

のやイメージを一言もしくは絵で、なまなま

しいフレッシュな状態で外に出すことができ

ます。だから余計にポストイットに書いて貼

ることで「しつくり」な感じを得られたので

はと思います。

また、（イメージだけで行なう） CASと違

って、物質的に外に出して置く、という作業

をすることで、「置く」ということを実感しや

すく、納得もしやすかったです。自分の漢字

に人がポストイットを貼ったり、人の漢字に

ポストイットを貼ることに違和感を感じなか

ったのは、漢字が皆で共有された感じになっ

ていたから、また、自分の漢字にポストイッ

トが貼られるのは、嬉しい気持ちになり、そ

れは、漢字が自分のものであるという感じが

あったからだと思いました。「自分のものでも

あり、人のものでもある」何かいいなと思い

ました。

cさん
•すっきりしました！自分が個人的に出した文

字がみんなの共有物になって有機的につなが

っていくのが面白かったです。全体の一体感

がありました。

•私自身としても最近停滞している感じだった

のですが、文字を書いていくうちに「天」と

か「陽」とか出てきて意外と明るい気持ちが

あることがわかりました。最後に「芯」とい

う文字が出てきて、何となくですがワークの

終わりごろに、考えることとか感じることと

かやめてみて最後に残るものが芯なのかもと

いう気付きがありました。

•ちょっと無理に動こうとするんじゃなくて、

ゆっくりしてみようと思います。

Dさん

・文章や絵より表現しやすかった。センス etc

……は必要なく、やりやすかった。付箋を貼

つつけた時にすごくすっきりした。

•紙が大きかった気がします。小さい紙も用意

してみてはどうでしょう。

考察

漢字一字をハンドルとして表出することにつ

いて、ワークの振り返りでの「偶然に漢字で表

わせただけ」という発言から、気持ちゃフェル

トセンスを漢字で表わすことというのは漢字を

言語ツールとして日常的に使用する日本人にと

って違和感が少ないことを示している。実際、

第1部では誰がどの漢字を何枚書いたかは把握

していないが、 1人あたり平均で8枚程度書い

ており、それは漢字一字によるフェルトセンス

の表現しやすさを物語っているのではないだろ

うか。一方「漢字で、大まかな部分を出して、

ポストイットで補完した感じ」という発言があ

ったことからも、漢字だけでは細かなニュアン

スを伝えることが困難であり、気持ちを表現し

きれないことがうかがえる。しかし漢字は日常

生活において皆が文字として共通で使用してい

るものであり、意味を借りられることで「負担

が軽かった」という意見があったように、描画

などのように何もない状態から作り上げるとい

う負担が漢字にはないことが挙げられる。また

フェルトセンスの表現方法として、グループで

行ない、自分だけではなく他者にその表現ツー

ルを公開するという本研究の特徴からも、絵を

表現ツールとした場合「もっと自分で大事にし

たくなる」という思いが生まれ、共有すること
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に対する抵抗が生まれたかもしれない。しかし、

全員が共通の伝達ツールとしてもっている漢字

一字を用いたことで、絵を共有するよりも負担

が少なく、侵襲性も低かったのではないだろう

か。

次にグループでワークを行なった意味につい

て考察したい。フォーカシングは実際は 1人で

行なうことも可能であるが、その実施には治療

関係が重要とされる。フォーカシングにおける

治療関係について、田村 (1999)はリスナーの

役割について「フォーカサー自身の内的プロセ

スのスーパーバイザーとして見守る存在」で、

リスナーの視点はフォーカサーとは「異なる視

点を提供する」という役割があり、また「フォ

ーカシング中には存在しないが、実在し、フォ

ーカシング後にフィードバックを与える存在」

という場合が考えられるという。こういった点

から、グループ内でお互いの書いた漢字一字や

付箋を意識しはたらきかけることで、フォーカ

サーがリスナーにフィードバックを受けたのと

同様のはたらきが生まれ、体験過程が推進され

たと考えることが出来る。さらに本研究の特徴

である漢字一字には多くの意味が暗在されてい

ることに加え、マクニフ (2010,p. 88)は「同

じ言葉を話していても、私たちはそれぞれ自分

独自の言語体系を持っている」と述べている。

実際に今回のワークでも書き手が「あまりいい

意味で書いた漢字じゃなくても」他のメンバー

がポジテイプに捉えることもあった。このよう

に個人や 1対1の関係ではなく、複数のメンバ

ー間で行ない、より多い角度からの視点が体験

過程の推進に役立ったのではないだろうか。

フェルトセンスに生じる変化というものは小

さな変化の一歩が起きただけであったとしても、

その体験的一歩は重要であり、一歩の変化が人

の成長や発達につながるとジェンドリン (1998,

p. 142) も述べている。そこで本研究のなかで

生じた変化について考えたい。例えばワークの

なかで出てきた「受」という漢字についても、

元々は「受けて立つ」という意味で出されたも

のであったが、ワークのなかで「さずかる」と

いう意味に変化している。これは「フォーカシ

ングはその場の相互作用という大枠の中で進行

する（ジェンドリン， 1998,p. 188）」と言われ

るようにほかの人の手助けを得て、その相互作

用の中で新たな気付きにつながった一歩の変化

ではないだろうか。「受けて立つ」にしても「さ

ずかる」にしても両方受け身ではあるが、メン

バーの相互作用により捉え方に変化が起きてお

り、よりポジテイプな意味合いを含むようにな

ったと考えられる。

最後に漢字一字である意味について考察して

おきたい。フェルトセンスを漢字で表すことに

ついては先にも記した通り、日本人が共通で使

用している言語であるため、漢字でフェルトセ

ンスを表現することに違和感が少なく、既に存

在する表現方法であることからも意味を借りや

すいという利点がある。しかしこのワークで用

いたのは単語ではなく漢字一字である。その意

味としては池見・徐（未刊行）が論じたように、

漢字は「他の漢字との組み合わせで単語になる」

ものであり、漢字一字には未完の意味があり、

単語よりも多くの意味を内包しているのである。

だからこそ、その漢字一字を見たときに書き手

がイメージし漢字一字に明在化した以外の暗在

的なイメージが他者に呼び起こされるのである。

こうした点からも、漢字一字で表現することは

そこから連想される暗在的なイメージの可能性

を広げ、さらなる体験過程を推進するのではな

いだろうか。
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